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研究成果の概要（和文）：研究代表者らはこれまで、交差点を横断する場合の点字ブロックと音響信号機の連続性に関
する研究を行ってきた。音響信号機の設置位置の違いは、歩行者の誘導に影響を与えることは明白である。我々は交差
点で道路騒音がある場合の音響信号機の設置位置の違いによる横断実験を実施した。自動車の道路騒音は歩行に影響を
与えることが想像できるが、音響信号機の設置位置の違いと道路騒音の影響については、明確に分離することができな
かった。そこで、本研究では、交差点の道路騒音がない場合の音響信号機の設置位置の違いによる横断実験を実施した
。本研究目的は道路騒音がある場合とない場合の比較を行い、道路騒音の影響を特定することである。

研究成果の概要（英文）：The authors have been continuously researching tactile walking surface indicators 
and audible pedestrian signals used for crossing intersections. A pedestrian walks to the opposite side 
of the crosswalk using audible pedestrian signals. The position where the audible pedestrian signal is 
set up clearly influences the pedestrian's path. We performed an intersection crossing experiment with 
road noise for different positions where the audible pedestrian signal was set up. Vehicle road noise is 
thought to influence walking pedestrians. However, we could not clearly separate the difference of where 
the audible pedestrian signal was set up from the influence of the road noise. We therefore conducted the 
experiment with no road noise in the intersection to determine the difference of the position where the 
audible pedestrian signal was set up. The research results were compared with and without road noise to 
specify the road noise influence.

研究分野： 福祉工学
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１．研究開始当初の背景 
視覚障害者誘導用ブロック（通称：点字ブ

ロック）は全盲者が足裏の触知覚を頼りに点
字ブロックの突起を検出、識別して安全な歩
行を確保しようとするものである。２００１
年にはＪＩＳのＴ９２５１で点字ブロック
の形状が規格化された。また、現在、ＪＩＳ
規格を基本とする国際規格化（ＩＳＯ）が議
論されている。この規格に向けた実験は科学
的な検証のもとで行われた。主に徳島大学が
ＮＩＴＥ（製品評価技術基盤機構）の受託研
究として平成１６年度から平成２０年度の
５ヵ年の事業として行った。平成１６年度か
ら２０年度にかけて、徳島では、これまで３
０名の盲人と１６０名のロービジョン者に
被験者実験に協力を頂いた。特にロービジョ
ン者の方には、視力や視野、その他症状につ
いて医学的な属性計測を行い、点字ブロック
の視認性や識別性に関する計測実験を行っ
た。このＮＩＴＥの受託研究は、「視覚障害
者誘導用ブロック等の視認性に係る標準化」
として行っており、現在、点字ブロックの形
状に関するＩＳＯ規格がＩＳＯ／ＴＣ１７
３／Ｗ７の国際舞台で論議されている。著者
らの研究成果が最終原案であるＦＤＩＳ２
３５９９（ＴＷＳＩ）の公式な参考文献[2]と
なっている。また、音響信号機は２００７年
に共著者の一人がＩＳＯのコンビナーとし
てＩＳＯ規格（ＩＳＯ２３６００）を成立さ
せている。２０１１年にはＪＩＳのＴ０９０
１で、移動支援のための電子的情報提供機器
の情報提供方法が規格化された。このように、
個々の移動支援システムは標準化されてき
ているが、実際に運用される場合の移動支援
システム間の接続性や連続性に関してはガ
イドラインが明確に示されていないのが現
状である。その一例を図１に示す。図１の音
響信号機は、横断歩道口からかけ離れた場所
（灯火信号の下部）に設置されている。横断
歩道口中央に誘導された対岸の視覚障害者
が音を頼りに歩行すると、車列に接触するこ
とになる。このような移動支援システムに関
する社会基盤整備に指針を示すことは社会
的に大きな意義があると考える。 
２．研究の目的 
視覚障害者にとって交差点を横断するこ

とは、もっとも危険を伴う行動の一つである。
著者らは、これまで視覚障害者誘導用ブロッ
ク(通称：点字ブロック)の誘導のあり方や音
響信号機の誘導方法について個別に研究を
行ってきた。しかし、点字ブロックと音響信
号機などの移動支援システム間の接続性や
連続性の観点から検証することはこれまで
行われてこなかった。そこで本研究では、視
覚障害者を交差点まで誘導し、横断歩道を渡
り切るまでを円滑かつ安全に誘導するため
の点字ブロックや音響信号機、ＰＩＣＳ（歩
行者等支援情報通信システム）などの移動支
援システム間のあり方（接続性や連続性）を
検証し、誘導に関するガイドラインを作成す

る科学的基礎データを取得することを目的
とする。 

 

図１ 音響スピーカの設置例 

 

図 2音響信号機の配置(交通騒音あり) 

 

図 3 音響信号機の配置(交通騒音なし) 

 

音響スピーカ

 



 

図 4 歩行実験の様子 

 

図５(a) 交通騒音ありの結果 

 
図５(b) 交通騒音なしの結果 

 

図６ 交通騒音ありとなしの比較結果 

 

３．研究の方法 
徳島大学は歩行実験が行える室内実験室

を保有している。この実験室は、四季の気温
変動や天候に影響されずに、安全に歩行実験
を行うことができる。この実験では、実験室
内に、横断歩道口を想定した点字ブロックを
配置した。被験者は、誘導ブロックで横断歩
道の中央に誘導されて、注意喚起ブロックの
上で止まる。次に、被験者は音響信号機の音
を聞きながら横断歩道を渡ることになる。こ
のように、実験室内で、被験者は横断歩道を
渡る一連の動作を実現することができる。図
１と図２に交差点道路騒音のありとなしの
音響信号機の配置を示す。図２と図３共に横
断歩道口と対岸に音響スピーカーを設置し
ている。音響スピーカーの位置は、中央と左
右に配置した。スピーカーの間隔は３ｍ、設
置高さは３ｍである。音響信号機は、横断歩
道口と対岸の組み合わせで音が鳴る。音響信
号機の組み合わせは、中央と中央、中央と左、
中央と右、右と右、左と左の５通りとした。
被験者は、点字ブロックに誘導されて横断歩
道口の中央に到達する。次に、被験者は、音
響信号機の音を聞きながら、横断する。被験
者は、約６ｍ歩行して停止し、実験者は停止
した位置を記録する。おのおの音響信号機の
組み合わせに対して、走行実験を２０回行っ
た。全盲の被験者数は２０名であった。実験
の様子を図４に示す。 
４．研究成果 
音響信号機の設置位置の組み合わせの違

いによる偏軌距離の結果を図５に示す。横軸
が音響信号機の組み合わせで、縦軸が中心か
らの横方向の偏奇距離です。この偏軌距離は、
６ｍで正規化している。図５(a)が交通騒音
なしの結果です。図５(b)が交通騒音ありの
結果です。図５(b)の交通騒音は、左側から
発生させている。図５(a)では、音響信号機
が中央と中央の場合にあっても、被験者は右
に偏軌している。人の偏軌傾向は、健常側と
麻痺側に起因することは自明のことである。
図５(a)の音響信号機が中央と中央のときが、
一般的な人の偏軌傾向に相当すると考えら
れる。図６は交通騒音なしとありを比較した
グラフである。交通騒音に対して、それを避
ける方向に偏軌することが分かった。交通騒
音の影響が最大２０ｃｍ程右に偏軌してい
ることが分かる。交通騒音の影響による偏軌
距離を推定することができた。 
代表者らはすでに、交通騒音を考慮した音

響信号機による横断歩行の実験を行った。今
回の研究では、交通騒音のない場合の横断歩
行の実験を実施した。これらの実験結果から、
交通騒音が横断に与える影響を定量的に明
らかにした。また、人の偏軌傾向も定量的に
明らかにした。本研究では、危険を伴う交差
点の横断歩道の視覚障害者の歩行特性を明
らかにすることができた。今後、音響信号機
の設置に関するガイドラインの策定に当た
っては、今回の研究から得られた知見を元に
策定されることが期待される。 
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